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熊本市肇

ひらがなの「く」の

字を図案化したも^ので、

市民の調和を基とし、

たくましく発展する熊

本市の姿を太い円で示

したものです。

芭嗣TREE
市木イチヨ相知ウ柳
熊本市民には熊本城が銀

杏城といわれているように

なじみ深く、強健で樹齢が

長く、市街地の街路に多く

植栽され,教場な尖円錐形

の樹形をつくり春の緑陰、

秋の黄葉とその菓しさでよ

く知られているo
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市　花肥締(ツバ欄)
江戸時代から細川藩の庇護を受

け、藩士をはじめ寺社地の豪族等

の愛好者によって広められ改良を
重ねて、清雅枯淡の味わいある鏡

花となったといわれている。肥後

椿の特色は薄色の花弁が主流でよ
く整った一重咲きで、中心に金糸

鋸糸のような色鮮やかな太い雄し

べが確芯のように盛りあがるとこ
ろにある。

j-ityBI脚
市　島シジュウカラ

資長約14.5cmで、美しい澄んだ

声でさえずり、多重の害虫を食べ、

'海　　緑を守る益鳥として市民に親しま

れている。金峰山や立田山、託麻

'ォ*　蝣Ii一　蝣.-.--.、し　　蝣　v

黒ネクタイ状の帯が目立つ可愛い

二.l　.∵L　資で、四季を通じて伺禦される。
(写真臥鰯女等出版会雛　フィールド担馨より)
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Guide to Kumamoto City
Administration and Life

熊本市(市木・市花・市鳥・市歌)目次一一　　　　　　1
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ターゲット1良好な環境を未来へと引き継ぐまち-・・-　9

ターゲット2　子どもたちが健やかに成長するまち---10
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熊本市は、清例な地下水や豊かな緑などの自然環境に恵まれるとともに、

熊本城をはじめとした優れた歴史遺産や幾多の先人によって築かれた豊かな

伝統文化を受け継ぎ、人口67万人を擁する、九州中央の拠点都市として発展

を続けています。

このような中、本市の重要課題のひとつである平成23年春の九州新幹線全

線開業に向け、熊本駅周辺の再開発事業として新たな計画を県市共同で策定

するとともに、その着実かつ迅速な推進に取り組んでいるところでございま

す。

また、政令指定都市の実現等に向けて、本年1月、近隣15市町村による「熊

本都市圏及び政令指定都市についての研究会」を設置し、熊本都市圏におけ

る連携協力のあり方についての研究を進めるなど、新たな一歩を踏み出した

ところでございますo

さらに、熊本城築城四百年という節目の年も来年に迫り、復元整備や四季

々にさまざまな記念事業を繰り広げることといたしておりますが、この歴

的 業 して一過性に終わらせることなく、観光分野をはじめ地域経済

関係団体との連携を強めながら全

ニ-こ一'--　　　　~
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MessagefromtheMayor

KumamotoCityisblessedwithanaturalenvironmentoflushgreeneryandcrystalpuresprings.
Italsopossessesanexcellenthistoricheritage,includingthehighlyesteemedKumamotoCastle.
KumamotoCityinheritsrichtraditionsfromagreatnumberofrespectedforefathersand.withapopulationof670,000,isnow
developingasthehubofcentralKyushu.
Assuch,thecityismakingeveryefforttoenhancedistinctiveprojectsliketheopeningoftheKyushuShinkansenandthetransitionof
Kumamototoagovernment-designatedcity.ThecityiscurrentlyworkingincooperationwithKumamotoPrefectureauthorityonthe
redevelopmentoftheKumamotoStationareainpreparationforopeningtheKyushuShinkansenin2011.
Inordertosuccessfullytransitiontoagovernment-designatedcity,wealsosetupacommitteetoconductresearchonneighbor
relationsandgovernment-designatedcitieswith15neighboringmunicipalitiesinJanuary2006.
Inaddition,weareacceleratingresk汀ationofKumamotoCastleandorganizingvariouscommemorativeprojectsforits400-year
anniversaryin2007.Similarly,westri、′etopromotelocalhistoricalachievementstoadvancethetourismindustryandlocaleconomy
throughcitizenandorganizationinvolvement.
Wesincerelyhopethatyoucanutilizethis"Guide紬KumamotoCitvAdministrationandLife2006"inordertobecomemorefamiliar
withthenewadministrativeanddevelopmentstrategiesofKumamotoCity.

March2006
SeismKohyama.Mayor,KumamotoCitv
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本市は九州の中央,熊本

県の西北部,東経130度42分.

北緯32度48分の位置にあり

smm

地勢は、金峰山を主峰と

する複式火山帯と、これに

連なる立田山等の角地から

なり、東部は阿蘇外輪火山

群によってできた丘陵地帯

であり、南部は白川の三角

洲で形成された低平野から

なっています。

気候は、有明海との間に

金峰山系が連なるため、内

陸盆地的気象条件となり、

寒暖の較差が大きく冬から

春への移り変わりは早く、

夏は比較的長いことが多い

ようですO

:.'.・.一--5-';" - ~蝣".;'"*でニ　㌢訂二田這i賢J鞘耐罰

LOCAT ION

AND

CLIMATE

司oj叫　Io

ノ.

/:'位置・面積
(熊本市役所)

ノ　　東経130-42′38〝

(　北緯32 48′00′′

東西24.1km

南北20.9km注)

面積267.08km2.♂'

(注)折横については「平成16年令Lx]邪道聯県Il川[村別ifti税調」
同士交通省国土地理院発行による　(H16.10J現在)

〃地目別土地面積(平成17年l月l日現在)

;こIHI3SHQ巌i雷駅_連声i盛詣呈l施個翻心守男

O l　　　　　　　　こ!　　4　　　S　　　6

1 0　　20　　30　　40　　50　　60

■人口動態の推移

明治22年、市制施行当時42,725人(M.22.12.31現在)であった人口は、その後、数回

にわたる市城の拡大や都市化の進展により増加し、昭和52年には50万人を超え、平成

3年2月1口には、飽託邦4町と合併し627,568人となり、全国で15位(東京特別区を除く)

となりました。

人口の地域分布では、平成12年の国勢調査確定値結果でみると、東部に20万5千人、

北部に12万7千人、南部に11万4千人、西部に7万5丁一人、中央部に14万1千人とな

っていますO　この中で、中央部・西部の人口が減少していますO

都市圏人口

熊本都市圏の人口は、平成12年10月1日現在787,960人(平成12年国勢調査)で熊本

県総人口の42.4%を占めており、人口増加率は、 2.3%となっています。

また、昭和30年Ill勢調査以降、 5年毎に熊本市は4万人前後で増加していましたが、

平成7年から平成12年までは、約1万8千人の増加となり、伸びが鈍化してきました。

POPULATION
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City develop血ent strategies to create a vibra叫society
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計画の位置付け

本計画は、新たな時代変化の

中で、現行の基本計画を新たに

見直し、今後5年間の本市が進

むべき方向を明確に示すとともに、

その実現のための道筋を明らか

にするものです。市民と行政に

共通するまちづくりの基本指針

であり、それぞれの施策ごとに市民、

事業者、行政の役割と責任を明

確に示し、三者が協働して取り

組むことにしています。推進にあ

たって、目標の達成状f兄を評価

検証するとともに公表し、適宜改

善を加えながら進めます。

特に、行政においては、真に市

民に1.川rl.さ:j i;:. i山k-ノri;.iiH二両

け、自らの改革を進めるとともに、

市政の舵取り役として、市民、事

業者との協働の仕組みづくりな

どに積極的に取り組みます。

障
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SBtK UO)
進め方

これからのまちづくりは、国に

依存することなく、自らの決定と

責任により進めていかなければ

なりません。そのためには、 「自分

達のまちは自分達がつくる」とい

う理念の基に、市民と行政がより

良いパートナーとして、お互いの

知恵と力を出し合う「市民協働

によるまちづくり」が、これまで以

Lに重要となります。

このようなことから、これからの

新しい熊本づくりを推進していく

体制を次のとおり掲げます。

8　>∴∴∴　　、

市民協働で築く

自主自立のまちづくり

:蝣:'*% 、AT L -J.克

q^r>!　:し:`1卜丹　≡:汁.

良好な環境を未
漬測な地下水、森の都と形容される

豊かな緑は本市最大の魅力であり、

財産ですeしかし、都市化の進展、生

活様式の多様化などにより、この良好

な環境が損なわれつつあります。そ

のため、一人ひとりが、大量生産・大量

消費に支えられた社会経済システム

や利便性を求める日常生活を見直し、

この恵まれた環境を守り育て、次代へ

引き継いでいかなければなりません。

そこで、 『良好な環境を未来へと引き

継ぐまち』を実現するため、次の施策

に取り組みます。
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ごみ減量対策の強化

再利用・再資源化の推進

公共交通機関の利用促進

自転車の利用促進
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次代を担う子どもたちは、熊本市の

大切な宝であり、活気ある熊本市の

象徴です。しかし、少子化や核家族

化の進展、生活環境の多様化、地域

のつながりの希薄化などが進んだ結

果、子どもの社会性が育ちにくくな

るなど、健やかな成長への影響が懸

念されています。そのため、子ども

を安心して産み育て、かつ、子ども

たちが個性や能力を十分発揮し、未

来への可能性を自ら切り拓くことが

できる環境を社会全体で築いていく

必要があります。そこで、 『子ども

たちが健やかに成長するまち』を実

現するために、次の施策に取り組み

ます。

軌I-く-I
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人々が集う元気な
望炉　　九州新幹線鹿児島ル-トの全線開業

による経済的効果を最大限に波及さ

せるためには、熊本駅周辺や熊本城

を中心とした都心部において、都市

機能の向上と熊本らしい魅力を創出

することが重要です。また、観光・

コンベンション(会議・大会)の振興

に向けて、豊かな自然、文化遺産、

特産品などの地域資源を生かした地

域づくり、魅力づくりを図る必要が

あります。そこで、 『人々が集う元

気なまち』を実現するため、次の施

策に取り組みます。

持UI)馳瑚融自評亘)

((。=j「守竃i闘
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一人ひとりが輝く人権尊重社会の構築
Create a fairこHld jList society where all incliヽ,iduとUs can shule

里盲　人トaj-ol　至言&≒　?I-?J人ト司9-1千号

すべての人々が、人として等しく尊重され、

平等に社会に参加できるよう、人権意識を

高め、人権擁護のための支援を行います。

また、男女が対等な立場で参画し、ともに

責任を担える社会を形成します。

UE覧邑ZuzLzLl
毒社会がく

21世紀は「人権の世紀」ともいわれてい

ます。

わたしたちはだれもが、 「幸せにくらし

たい」という切なる願いをもっています。

日本国憲法も、すべての国民に基本的人権

を保障していますD

しかし、今日でもなお、女性・子ども・

高齢者・同和問題・外国人・水俣病ハンセ

ン病元患者の人権問題など、解決しなけれ

ばならない間魅が数多く存在しています。

そこで、本市では差別意識の解消と市民の

人権が尊重されるまちづくりをめざして熊

本市人権フェア、人権啓発映画会など市民

参画型の啓発事業を実施し、より多くの市

民人権教育・啓発の推進に力をいれています。

園児の歌(人権・ふれあいフェスタ2005)

12怨霊'TごnoCn
ill-I
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男女が互いに人権を尊重し、個性と能力

を発揮できる「一人ひとりが輝く、男女共

同参画社会の形成」を目指します。

市民と協働し意識の高揚を図るとともに、

男女が対等なパートナーとして、社会活動

に積極的に参画し活躍できるよう、家庭や

職場、地域社会での環境整備を進めていますC

総合女性センターでは、男女の自立や社

会参画のための活動及び市民文化振興交流

の拠点として、男女共同参画社会の実現に

向けた啓発講演会やセミナーの開催資格取

得や能力開発のための就労支援講座等を開

催しています。さらに、相談事業、女性問

題関係資料等の収集や提供、働く男女の仕

事と家庭の両立を支援するファミリーサポ

ートセンターの運営及び女性問題に取り組

む市民グループの活動支援等を行っています。

スポーツを始めとした男女共同参画社会

の実現-の取り組みを熊本から世界-向け

発信すると共に国際交流を促進し、くまも

との魅力を国内外にアピールしますo
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くまもと男女共生フォーラム
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前回、 2002世界女性スポーツカナダ会議
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市民が、安心して暮らせ、心がかよいあ

う生活を送れるよう、消防・救急救助体制

の強化、交通安全の確保、消費生活の安定

と向上などに努めるとともに、国内外との

交流やふれあいのあるコミュニティづくり

を進めますO

心がかよいあう地域のコミュニティづく

りを推進するため、小学校校区を単位に校

区自治協議会の設立を進め、校区のコミュ

ニティづくりの核となる町内自治会の活性

化に努めるとともに、市民の主体的なまち

づくり活動への支援や活動拠点となる地域

コミュニティセンターの整備に取り組んで

います。
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託麻北コミセンまつり

移動講座や消費者セミナーの開催など各

種啓発事業や、消費生活に関する相談窓口

の設置、情報の収集・提供、消費者団体の

育成など、消費者の自立に向けての施策を

行っています。

交通安全推進や放置自転車の対策、交通

事被害者支援も行っています。

さらに、市民・事業者・市が一体となっ

て安全なまちづくりをめざします。

「すべての人が安心して快適に暮らせる

開かれたまちづくり」を目指していますQ

友好姉妹都市(中国・桂林市、米国・サン

アントニオ市、独国・ハイデルベルク市)

を始とする海外諸都市との多面的な友好関

係の構築や連携強化に努めながら、国際交

流会館を拠点として、市民主体の国際・協

力活動を通した国際理解の促進や、多言語

による情報提供・生活支援など外国人に対

する公的サービスの充実に取り組んでいます。

国際交流員による学校訪問

海外から招致した国際交流員を小中学校

や公民館、民間博1体など-派遣し自国文化

の紹介をとおして、市民の国際理解を促進

しています。

国土調査法に基づき、土地に関する基礎

資料を整備し市民及び公共財産の保全を図り、

地籍調査成果を多目的に利用しています。

土地の地番では、わかりにくい住所の表

示を合理的な住居番号で表示しわかりやす

いまちづくりと市民生活の利便性の向Lを

図っていますo

高齢者世帯の住宅防火診断等による防火

に関する広報啓発や、地域の防災訓練、応

急手当の普及・救急ボランティアの育成な

ど防災意識の高揚を図ります。

また、地域と一体となった消防団活動を

促進します。

さらには、火災現場への到着時間を短縮

するため、防火対象物の分布状況や道路整

備状況等を考慮し、消防署所の適正配置を

推進します
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いきいきと暮らせる保健・福祉の充実

≡覇藁荒芸;-d芸system芸to ci-1t:芸healthy lifestyles

「健康くまもと21基本計画」に基づき、

市民ひとり一人が、自分らしくいきいきと

暮らせるよう自主的な健康づくり運動を支

援するとともに社会全体で個人の健康づく

りを支える環境づくりに取り親んでいます。

適正な医療の確保、医療品の安全管理、

救急災害医療及び健康危機管理体制の整備、

衣食住の安全確保、動物相談、結核・エイズ・

感染症予防対策など、保健予防の推進に取

り組んでいます。

熊本市城5地域に分け配置した保健福祉

センターでは、市民の健康づくりを支援す

る地域の拠点として母子保健や成人保健・

精神保健・歯科保健・栄養改善等、保険福

祉サービスの充実を図っていますo　また、

健康や福祉に関する総合相談に応じるとと

もに介護保険、高齢者や障害者などの住宅

生活支援にも取り組んでいますt,

熊本市民病院は診療科25車上病床数552科(感

染症12床含む)を有する総合病院です。少

子化における周産期母子医療、がん医療、

高齢化社会における生活習慣病医療、 24時

間市民の生活を守る救急医療を診療体制の

4本の柱として取り組み、市民から安全で

信頼される医療の提供に努めています。

16先悪霊禁　競cn'
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地域福祉の充実のため、その拠点となる

福祉施設の管理道営並びに民生・児童委員、

各種福祉団体等に対する支援など健康福祉

サービスの提供と地域住民の積極的な福祉

活動への支援を行っています。

市民生活に密着する衣食住の危害の発生

を未然に防止し快適で安心な生活環境を確

保するため食品衛生、生活衛生関連営業施

設の監視指導を実施すると共に、日常生活

における衛生Lの困りごとを市民自ら解決

できるように衛生相談　w前教室など知識

技術の習得のための支援を行っています。

また、狂犬病予防対策や動物愛護推進事業、

公共の場におけるそ族昆虫駆除を行ってい

ます。墓地・斎場の運営、管理を行ってい

ます。

lll

親子食品衛生教室

次世代育成支援行動計画「ひびけ!こど

も未来プラン」に基づき、病後児保育、延

長保育等の保育サービスの充実や子育てほ

っとステーション(子育て支援センター、

児童館など)の整備など、家庭や地域に応

じた様々な支援を行い、子どもたちが健や

かに成長するまちの実現を目指します。

高齢者が生きがいをもって安心して暮ら

せる生活を支援するため地域での高齢者へ

の支援体制を拡充するとともに、高齢者の

健康づくりや生きがいづくりを推進します。

また、在宅での生活が困薙な高齢者のた

めに福祉施設の整備に努めますO

悼

熊本市障害者プランに基づき、誰もが自

分の能力を活かして平等に社会に参加でき

る環境づくりを進めますo　地域での自立生

活や就労・スポーツ文化活動、移動等の支

援を行うと共に、保健と医療サービスの適

切な提供に努めます。

熊本市障害者大運動会

生活保護制度は、生活困窮者に最低限度

の生活を保障し併せて自立の援助を主な目

的とし、援助には生活援助、教育援助、住

宅援助、医療援助等8種類があります。,

平成16年度の生活保護世帯状況は、受給

者が6677世帯、人員9082人で保護率13.55%

となっています。

国民健康保険の加入者は、 241243人で(辛

成17年3月末現在)市人口の約36%にあた

りその多くは、年金受給者、自営業、農業

の方々です。保険制度の広報啓発を強化す

ると共に保険料収納率向上対策や医療費適

正化に積極的に取り組んでいます。

この制度は、国民の協働連帯の理念に基

づき、要介護者等を社会全体で支えていこ

うとするものであり、利用者の選択により

多様な介護サービスを適切に受けることが

できる4_摘且みになっていますO　平成17年3

月現在で高齢者12万1千人のうち約2万2

千人の方が要介護(要支援)認定を受けられ、

居宅あるいは介護保険施設に入所してのサ

ービスを利用されていますO

平成16年度国民年金受給者は106,984人、
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* -'W
L1L'、.

酢 _J =ロ 乱■謬 lj

L

¥ z z i: i 盲

酷 漕 、11㌧、

* - ヰ

〟.′

受 給 総 額 6 6 5 億 円 に 及 び 、 多 く の 市 民 の 生 活

を 支 え て い ま す lj

A (悪 霊 こ ::,S 1 7

蝣n r ^ 蝣∴ ∴.1 ,".'蝣'蝣.V * 1声 十 ∵ ; . ¥ -,i

^
>
v
"
5
f
r
㌧
(
・
t
′
摘
弱
、
'
-
Z
9
F
Y
%
も
用
　
　
　
　
T
l
'
/
S
.
y
-
蝣
蝣
・
^
*
i
:
蝣
;
<
蝣
<
J
T
,
3
.
　
,
;
r
.
.
Y
-
j
>
蝣
∴
詩
:
.
:
;
:
蝣
*
蝣
*
蝣
、
.
#
J
叫
*
」
-
蝣
'
;
*
^
i
/
^
-
J
t
?
'
蛭
川
は
泊
岬
唱
導
T
y
遷
那
・
・



匪囲まれた良好な環境の形成
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やrolecl our natural environment of pure springs とind beautiful greenery
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本市では、良好な環境の維持及び形成を

図るため昭和63年に「熊本市環境基本条例」

を制定し、また平成7年9月には、水と緑

に輝くふるさとの環境を保全し次世代へ引

き継ぐと共に地球環境問題に対しても積極

的に取り組むことを誓い「環境保全都市宣言」

を行ないましたo

この環境保全都市の実現に向けて、平成

13年度に第2次熊本市環境総合計画を策定

し計画的な環境保全活動の推進を図ってい

mm
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環境フェアステージ

第2次熊本市環境総合計画の推進体制と

して平成14年4月にパートナーシップ組織「エ

コパートナーくまもと」が設立されました。

「ェコパートナーくまもと」では、市民・

事業者及び行政の参加と協働により環境保

全都市の実現に向け様々な取り組みを行っ

ています。

大気や水質、騒音等の監視体制を充実し、

環境汚染の状況の的確な把握に努めるとと

もに、その測定結果等の環境情報を積極的

に提供しています。また、公害を未然に防

止し良好な生活環境に配慮した行動や環境

負荷の少ない生活の実践等の啓発を進めて

います.,

18　忠霊nandLit【:h''
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本市の地下水は、日々の生活・都市活動

及び農工業などすべてを支えるかけがえの

ない財産ですO　市民の共有財産である地下

水を守るため、水環境の保全対策に努めて

います。

地下水位の低下傾向、また湧水童も減少

傾向にある。地下水量保全のためかん養林

の造成事業や農地を利用した人工かん養事

業を推進し、節水や雨水の有効活用に努め

ています。

河川・海域及び地下水の水質調査を定期

的に行い、水質の変化を監視するほか、水

質改善のため工場及び事業場の排水を規制し、

汚染された地下水は浄化対策を講じています。

熊本地域(熊本市及び周辺13ri川r村)の

関係機関や「(財)熊本地下水基金」等との

連携により、市民・事業者・上下流域自治

体が一体となって地下水の保全事業を行っ

ていますC,

市民ボランティアによる上流域での水源の森づくり

平成16年3月に策定した「熊本市ごみ減量・

リサイクル推進基本計画」に基づき、市民・

事業者・行政の三者協働で接続可能な循環

型社会の実現に向けて取り組んでいます。

また環境にやさしい店認定制度の導入や

樹木等リサイクルの試験的実施を行ったり

市民のごみ減量・リサイクルに対する意識

の改革や具体的な活動を促進するため、家

庭ごみ有料化の導入に向けて市民の意見を

聞きながら取り組みを進めていきます。

・-ォ蝣/4#
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.ォ二項

ゴミの収集運搬・再生利用・焼却・埋立

処分の体制を確保し、 - ・般廃棄物の適正処

理に努めています。また、市民のゴミの分

別排出等への協力を得るため、平成17年度

からはクリーンセンターに啓発推進係を新

設し、町内自治会等と一体となった取り組

みを進めています。産業廃棄物については、

排出一事業者や処理業者に対し、廃棄物の発

生抑制や適正処理を行うよう指導を行って
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地域経済の活力を創出するため、新たな

創業や起業家の支援を図るとともに、情報

通信、健康福祉、環境、バイオテクノロジー、

新製造技術などの分野における本市の特性

を生かしたリーディング(先導的)産業の

積極的な支援を行います。

亡盛_vT.、1・i
新たな就業と雇用の機会確保を図るため

求職者に対しては、職業能力向上のための

教育訓練、企業案内、講習会の開催などを

実施しますC

商業やサービス業の振興を図るため、

中心商店街の集客力や回遊性の向上に努

めるとともに地域の特性を生かした地域

商店街の魅力づく　りを進めます。特に

KUMAMOTO (クマモト)ブランド発信の

核となる中心市街地を活性化させるため、

熊本TMOや地元商店街との連携により、ま

ちなかの賑わい創山とさらなる魅力づくり

に努めますO

本市工業の振興を図るため、成長力のあ

る企業の立地促進に取り組むとともに、産・

学・行政の連携強化による企業の技術力向

上や販路開拓、中心製造業者等が行う新製

品や研究開発に対する支援などを行います。
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チャレンジ精神旺盛な中小企業を育成す

るため資金融資、人材育成、情報提供など

の細やかな支援を行い、経営資源の充実を

図ります。

特に、事業者の抱える問題に総合的に対

応する体制を整備し、時代の変化に応じた

中小企業経営の基盤強化に努めます。

九州新幹線の開業を視野に、 「観光立市

くまもと」の実現に向けて、経済波及効果

の高い観光やコンベンション(会議・大会)

を振興するため、韓国・中国・台湾などの

国際観光客の誘致など、さらなる誘致促進

及び受け入れ機能の拡充を行いますo

特に築城400年を迎える熊本城、水前寺江

津湖公園や動植物園などの歴史や水辺環境

を生かした観光資源の利活用や魅力向上、

肥後象がんなどの伝統工芸の保存育成、本

市固有の特産・物産品の振興とブランド化

だとについて、民間事業者と協力しながら

取り組みます。

農業の振興を図るため、担い手の育成や

農業生産・流通の基礎整備を進めるとともに、

環境に配慮した安全で安心な農作物づくり

やそのブランド化支援を行います。特に市

民の農業や食-の安全への理解を深め、地

産地滑を推進することにより、生産者と消

費者との新たな共生関係を築きます。.

漁業や漁港の整備を進めるとともに、水

産技術の指導や情報発信など、のり養殖を

はじめ、昨今の漁業変化に対応した支援を

行い、水産業経営の安定・強化を図ります。

海路口漁港・平成21年度完成予定
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な都市基盤の整備
(

and sate infrastructure

」二・ド　r . '・'-,i」-　n 'I

都市計画は、都市の健全な発展と秩序あ

る整備を図るためのII二地利用、都市施設の

整備、市街地開発事業に関する計画です。

美しく活力ある森の都くまもとの都市景

観を創造するために都市景観条例や屋外広

告物条例を制定し熊本らしい都市景観の形

成と熊本城を核とした眺望景観や地域の歴

史的なまちなみの保全に努めています。

都市周辺部-の無秩序な市街地拡散を防

止し都市基盤の整備された良好な市街地環

境を備えた都市づくりに寄与しますC

熊本空港は国内線(東京他6都市) ・国

際線(ソウル) -定期便を運行しています,。

鉄道網も、市城内に13の駅を有し、 JR鹿

児島本線とJR豊肥本線が通っています。

熊本港でも、重要港湾(S49) -指定後、

岸壁等整備を進め、高速旅客船(本渡間)

やカーフェリー(島原間)が就航しています。

また、平成11年にはコンテナ国際定期航路(韓

回・釜山港)も開設されました。

交通局では、営業開始以来(路面電車T13

年8月、バスS2年11月) 、 81年の歴史を刻み、

「人に、環境にやさしい公共交通機関」を

目指しています。また、国内初導入のノン

ステップ超低床電車(5編成) 、ノンステ

ップバス(40台)を保有しています　(H17.

3月現在)

22思ご!einKu芸imoil,City
idLife

、ヒ

都市空間の将来図

市

熊本駅周辺地域は「出会いとふれ合いの

副都心」として平成23年春の九州新幹線の

全線開業に向けてJR鹿児島本線等の連続立

体交差事業、駅西地区の土地区画整理事業、

周辺都市計画道路の整備、合同庁舎の移転

促進等を行っています。

土地区画整理事業は、道路・公園・水路

等の公共施設を整備し、宅地の利用増進を

図ることを目的としており、現在、江津・

陣内の2地区で組合施行により進められて

SESi洲

市街地再開発事業は、都市における土地

の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の

更新とを図ることを目的として、本市では、

上通A地区、手取本町地区の事業が完成して

いますC.

上熊本駅周辺整備として鉄道と路面電車・

バス等の結節強化と共に都市機能の改善と

地域の活性化を促進しますG

熊本市には、市民の日々の暮らしに直結

する市道が9,777路線、総延長2.438km (H17.4.1

現在)あります。

その市道が、いつでも安全かつ快適に利

用できるよう改良、維持補修に努めています。

また近年は、安全な歩行空間や自転車走

行空間の確保が強く求められており、その

整備を促進するとともに無電柱化へも取り

組み、全ての人々にとって安全で利用しや

すい道路整備を進めます,。

建築物の大規模・高層・複合化が見られ

る中、良好な都市環境の整備に向けた建築

物の防火・安全・衛生の性能確保、高齢者

や身体障害者等の方々が安心して利用でき

るバリアフリー整備の促進に取り組んでい

ます。

平成17年4月1日現在、市営住宅の管理

戸数は、 12,750戸となっています。

市営住宅の整備にあたっては、 「すべて

の人にやさしい住まいづくり」を進めるため、

老朽化した団地の建替とともに、バリアフ

リー化やハーフメイド住宅の供給などに取

り組んでいます。

さらに、循環型社会に応じた住まいづく

りを推進しており、環境に配慮した住宅の

整備とともに、まちづくりといった-一体と

なった良好な住環境の整備に取り組んでい

ますO

都市公園は、平成17年4月1口現在、 856

箇所、面積567ha市民-人当たり8.84mの広

さになっています,_t　今後は、平成20年度末

までに歩いていける公園の整備率45.6%を目

標に市民一体となって都市公園の整備を進

めますC

熊本市の水道水は、地下水100%です、人

口60万人以上の都市では例をみません。水

道局では、地震や台風などの非常時でも安

定した水の供給ができるよう、基幹施設の

耐震化や応急給水体制の充実化を図り、 「安

全でおいしい水」の安定供給に努めています。

[
-
-
-
蝣
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蝣
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平成16年度末の普及率は82.4%、整備面積

は8,995haに達し今後も早期整備完了を臼指

すと共に、水資源として下水処理水の再利用、

老朽施設の改造構築、恒常的な浸水箇所の

解消・整備を図りながら、安全で快適な環

境づくりに取り組んでいます。

施030D F;
大雨による災害防止のため、河川改修や

排水機場等の整備を進め、都市型水害や内

水被害の解消に努めています。改修にあた

っては、潤いのある水辺空間の創出や自然

生態系に配慮した整備を進めています。,

地震や風水害による自然災害に対処する

ため防災の基本となる地域防災計画の充実

に努め災害時の迅速な応急活動の向上を目

的に、関係機関やボランティア組織あるい

は地域住民参加の防災訓練を実施しています。
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Promote education, culture and sport to nourish humanity

苦早を　21」}」呈　フ「旦主　五号,呈豆ト,仝主去旦】 XJ喜

子ども一人ひとりの個性を生かしながら、

子ども一人ひとりが輝くために、豊かな人

間性や創造性の育成を目指し、教育改革プ

ログラム「くまもと子ども輝きプラン」に

基づき、その実現に取り組んでいます。

特に、確かな学力の向上と個性を伸ばす

教育の充実に努めるとともに、生きる力の

もととなる子どもたちの豊かな心や健やか

な体の育成を図ります。

すべての市民がいつでも学習ができ、そ

の成果を活かせる環境づくりを目指し、 「熊

本市生涯学習指針」に基づき、その実現に

取り組みます。

特に、市民の生涯学習活動を促すための

広報・啓発を図るとともに、公民館等にお

ける学習機会の拡充や、図書館、博物館等

市民が気軽に利用できる生涯学習の拠点施

設の設備・充実を図ります。

24芸よ霊:,霊競〔

子どもたちのいろいろな体験活動の機会

や場所の提供を図るとともに、 PTAや子ど

も会など地域の教育力向上のための支援を

行います。

また、子育て支援という観点から、保護

者を対象に家庭教育のあり方等について、

学習機会の提供に努めます。

スポーツに対する市民・人ひとりの多様

な価値観に応えられる環境づくりを目指し、

「熊本市生涯スポーツマスタープラン」に

基づき、その実現に取り組みます。

特に、市民の誰もが参加できる生涯スポ

ーツ活動の支援として、地域に根ざした総

合型地域スポーツクラブの育成や既存のス

ポーツ施設の有効活用等に努めますC,

先人から受け継いだ市民の貴重な財産で

ある熊本の文化財を郷土の誇りとして大切

に保全し、次の世代へと伝えるとともに、

市民生活の中で積極的な活用を図ります。

多くの人々が文化活動に自ら参加し、ま

た文化活動を楽しみながら市民生活の質を

高めるために、様々な文化事業や文化活動

支援を行っています。また、次代の文化創

造を担う子どもたちに豊かな人間性、感性

を身につけてもらうため、学校や地域での

コンサート等の文化事業も積極的に実施し

ています。

芋25
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Transitioning towards a government-designated city

ス悟和夫1三人「書　号重量　可0]

政令指定都市では、区役所が

設置され、地域の実情に応じた

身近な行政サービスの提供が可

能となり、行政権限拡大、移譲

によるサービスの提供など行政

サービスの向上が図られます。

また、財源の拡充により、まち

26鵠忠霊器d悪

づくりの一層の推進を図ること

ができ、さらには,知名度アッ

プによる地域経済の活性化が期

待されます。

そこで本市では、政令指定都

市移行に向け、今後次のような

取り組みを進めます。

三嶋輝男副市長
Vice Mayor Teruo Misimと1

m歴代市長

幸山政史市長
Mayor Seisr】i Ko lyam之L

代 氏 名」就任年月日 退任年月日

明治26.7. 9

〝 30.8. 2

大正 2.1.20

〟 3.10.10

′′ 6.9.3

〝 10.ll.19

〝 14.7.13

昭和 I.7.4

′′ 9.4.17

〟 17.5.13

〟 20.8.10

<
r
J
*
蝣
蝣
<
¥
r
ハ
、
.
治
己
f
i
i

I
-
-
'
-
,
蝣
?
-
,
I

大
為
珠
昌
藤
守
知
珠
龍

村
崎
島
田
田
柳
橋
島
田
隈
野

杉
松
辛
山
依
佐
高
辛
山
山
平

第1代

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

明治22.5. 6
〟　26.9.15

"　30.9.13

大正　2.4. 2
/!　4. 1.14

〝　　6. ll.20

〝　11.1.19

〝　14.9.14

昭和　5.2.5
〝　　9. 5.14

〝　17.6.25

川上憲司収入役
Treasurer Kenji Kawakami

代 氏　　名

坂
田
藤
田
口
坂
子
尻
角
山

石
福
佐
林
坂
石
星
田
三
幸

繁

虎　亀

f'TT ^.

正　治

主　税

繁

敏
靖
保
政

ft:

幹

之

史

就任年月日 退任年月日

昭和20.10. 4

〝　21. 6.14

〝　23. 4. 7

〝　27. 3.20

"　31. 3.16

〝　38. 2.15

〝　45.12.20

〟　61.12. 7

平成　6.12.7
〝　14.12. 3

昭和21. 3.ll
〝　23. 2.9

〝　27. 3.7

// 31. 2.23

〝　38. 1. 4

〝　45.ll.26

〝　61.12. 6

平成　6.12.6
〝　14.12. 2

在　任　中

AG悪霊rai。n and霊27
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Features of Kumamoto
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「妄鯛」oォo
火の国まつりは、熊本の夏を代表する

風物詩として、毎年8月中旬に開催されます。

「納涼花火大会」や参加団体が各々の衣

装を身にまとい市内中心部の目抜き通りを

踊り歩く「おてもやん総踊り」は、多くの市

民や観光客で賑わいます。

< まもどお城まつり
歴史と伝統に培われた熊本の文化に触れ親しみ市

民文化の振興を図る「くまもとお城まつり」春(5即は、フ

ァミリーを対象とした催事(伝承時代遊び等) 、夏(8月)

は映画上映会や夜間コンサート(島唄・ジャズ・ポップス等) 、

秩(10月中旬～)は、伝統芸能の披露(太鼓・薪能・神楽・

流鏑馬) 、市民参加のふれあいフェスティバルや物産展

など、四季折々に多彩な催しを開催しています。

熊本城築城400年記念
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カある熊曲駅周辺のまちづくり
熊本県と熊本市では、 「熊本駅周辺地域整備

基本計画」を策定し、 「出会いとふれ合いの副都

心」を将来像として、平成23年番あの九州新幹

線の全線開業や平成30年頃の在来線の高架化

や東口駅前広場の整備に向けた様々な事業を

行っています。

下町六にぎわを.lJ市
城下町大にぎわい市は、熊本城と中心商店街

の回遊性を高め賑わいの創出を図ることを目的

に「くまもと秋のお城まつり」の開催中に2日間開

催しています。

辛畠公園から熊本市民会館前に至る通称シ

ンボルロードを歩行者天国(一部区間を除く)とし

た会場に、産地直送の農産物や海産物をはじめ、

熊本自慢の味と技が大集合。.そのほか、大道芸

特に、駅の正面にあたる熊本駅前東A地区で

は、公共施設である情報交流施設を核とした再

開発事業の新幹線開業までの完成を酎旨し、新

しい熊本の顔となる、魅力ある熊本駅周辺のまち

づくりを進めています。

やステージイベント、オープンカフェや人力車など

もあり、多くの市民や観光客で賑わいます。

また、夜間は「熊本城築城400年と熊本ルネッ

サンス県民運動」による「みずあがりも開催され、

花畑公園やその周辺の道路や歩道、熊本城長

塀前や坪#Jl=こ多くの竹灯寵が設置され、幻想

的な灯りの競演が繰り広げられますO

九州新幹線

みずあがり

pu悪　霊:㌻amiLIIよ29
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■市議会議員(平成1 8年3月31日現在)

氏 名 会 派 氏 名 会 派

税 所 史 賢覧自 民 党 中 松 健 児 市 民 連 合

田 尻 清 輝 市 民 ク 佐々木 像 和 市 民 連 合

薄 田 昌 作 自 民 党 田 辺 正 信 市 民 連 合

高 鳥 和 男 市 民 ク 鈴 木 弘 公 明 党

大 石 浩 支 改 革 竹 原 孝 昭 自 民 党

田 尻 善 裕 改 革 牛 嶋 弘 自 民 党

白河部. 貞 志 改 革 古 川 泰 三 自 民 党

倉 重 徹 真 政 ク 落 水 清 弘 自 民 党

贋 瀬 賜 代 一 歩 の 会 北 口 和 皇 自 由 ク

有 馬 .純 夫 公 明 党 田 尻 将 博 市 民 連 合

満 永 寿 博 自 民 党 家 人 安 弘 市 民 連 合

三 島 良 之 自 民 党 大 江 政 久 市 民 連 合

賛 辞 聡 自 民 党 上 村 恵 一 市 民 連 合

津 田 征士郎 自 民l 党 島 田 俊 六 公 明 党

鷺 山 法 雲 自 民 党 江 藤 正 行 自 民 党

上 野 美恵子 共 産 党 荒 木 哲 美 自 民 党

東 美千子 市 民 連 合 主 海 偉佐雄 自 民 党

相 上 博 市 民 連 合 嶋 田 幾 雄 自 民 党

日和田 よしこ 公 明 党 紫 垣 正 負 自 民 党

藤 岡 照 代 公 明 党 島 永 慶 孝 自 民 党

塀 EEl 誠 二 自 民 党 矢 野 昭 三 自 民 党

m s * 市 民 ク 鈴 木 昌 彦 市 民 ク

田 中 誠 一 市 民 ク 宮 原 政 I 市 民 ク

下 川 寛 市 民 ク 益 田 牧 子 共 産 党

重 松 孝 文 共 産 党 磯 道 文 徳 公 明 党

東 すみよ 市 民 連 合 西 春 史 公 明 党
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市 議 会 は▼重 民 か ら選 ばれ た議 員 52名 で構 成 され ています 0 会 派 として は、自由民 主 党 軍 本 市 議 団 (19名 )、くまもと

市 民 連 合 (lo 宅) 、公 明党 熊 本 市 議 団 (7名 )、市 民 クラブ (7 名 ) 、日本 共 産 党 熊 本 市議 団 (3 名 ) 、改 革 フォb- ラム(3 名 )、

輸 一一

- ..享TJI去Ll 品 .A Jq 「

ノ iォns
▲ ^ ^ ∴ F * W s P * ^

i

¥L m s<̂ ^ ^ ^ m ^ ^ L-.fy / iirJ 'f ^ J L ^ Mfej H JH ^ B ^ H ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ B

本会議場

■ 常 任 . 特 別 委 員 会 (平 成 18 年 3 月 3 1 日 現 在 )

名 称 定数 所

総 務 委 員 会 9 霊宝芸岳聖霊票壷雷雲警票 遍等 芸

上 野 美恵子

東 美千子

相 上 博

日和田 よしこ

共 産 党

市民連 合

市民連 合

公 明 党

荒 木 哲 業

主 海 偉佐雄

嶋 田 幾 雄

紫 垣 正 負

自 民 党

自 民 党

自 民 党

自 民 党
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自由クラブ (1名 ) 、真政 クラブ (1 名 )、一 歩 の会 (1名 ) の9会 派 が 結 成されています 0 藤 岡 照 代 公 明 党 島 永 慶 孝 自 民 党 ,Lg
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会議 は、年 4 回 開か れ る定例 会 と必 要 がある場 合 に 開か れる臨時 会が あります 0 内 部 の 審査 機 関としては、常 任 委 員

会と議 会 運 営 委 員 会及 び特 別 委 員 会が あります 0 常 任 委 員 会 は総 務 .教 育 市 民 .保 健 福 祉 .環 境 水 道 磯 済 交 通 .建設

塀 EEl 誠 二

m s *

田 中 誠 一

自 民 党

市 民 ク

市 民 ク

矢 野 昭 三

鈴 木 昌 彦

宮 原 政 I

自 民 党

市 民 ク

市 民 ク
の6委 員 会 に分か れ 、所 管 部 門の 事務 を調 査 し、議 案 などの審 査 を行 います 0 議 会 運 営 委 員 会 は議会 の運 営 に関す る

調査 を行 います O 特 別 委 員 会 は必 要 に応 じて議 会 の 議 決 により設 置 され ます が 、付 議 され た事 件 を審 査 す るもので 、現

在 、政 令 指 定 都 市 実 現 に関 す る特 別 委 員 会 .総 合 的 都市 活 性 化 に関す る特 別 委 員 会 .少 子 高 齢 社 会 に関 す る特 別 委

員 会 .地方 自治の 推 進 に関 す る調 査 特 別 委員 会 の 各特 別 委 員 会が あります 0

■歴代市議会 議長

下 川 寛

重 松 孝 文

東 すみよ

市 民 ク

共 産 党

市民連 合

益 田 牧 子

磯 道 文 徳

西 春 史

共 産 党

公 明 党

公 明 党

事 項

、消防局、選挙管理委員会、監査委員、常任委員会の所管 に属さない事項
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常 教 育 市 民 委 員 会 9 市民生活局、教育委員会の所管に属す

任 保 健 福 祉 委 員 会 9 健康福祉局、市民病院の所管 に属する

秦

員 環 境 水 道 委 員 会 8 環境保全局、水道局の所管に属する事

会 経 済 交 通 委 員 会 8 経済振興局、農業委員会、交通局の所

建 設 委 員 会 9 都市整備局、建設局の所管に属する事

議 会 運 営 委 員 会 l3 議会運営に関する調査

政令指定都市実現に関 1 3 政令指定都市実現に向けた対策の推進
する特別委員会

る事項

事項

項

管に属する事項

項

に関する調査

l5 大 塚 勇次郎 〟 26.5 .15 30.4 .20 3 1 宮 原 光 男 ′i 58.5ー18 ′′60.9 .6 総瓜的都市活性化に開 E
i.16 兼 坂 安 次 〝 30.5 .2 1 〟 34.4 .8 32 大 石 文 夫 ′′60.9 .6 〟 61.12.15 別 等冨特別委昌会 し 13 新幹線整備、都市及び経済活性化並び こ雇用促進のための総合的な対策 に関する調査

車歴代市議会副議 長 至 少子高齢社会に関する ー3 少子化並びに高齢社会に対応する施策に関する調査

貝 特別委員会
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闘 ≡ 42.1 .28 * IE 2 .4 .302 .5 .10 サ 6 .4 .306 .5 .15 " 7 .3 .107 .3 .11 サ 10.9 .3010.10.14 ' 14.9 .3014.10.12 8381 4 .9 .304 .10.12 << 9 .5 .7 鵬 離 貼 紺

]芸霊 姦 至 芸 9.5.817.6 .11 呈芸‥芸-.紺 招 宴 望 遠 :: 芸芸‥65‥144 日 : 宝昌‥142馴 53 田 尻 清 輝 サ 17.12.20 在 任 中
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会 地方 自治の推進に関す l3 熊本市におーナる地方 自治推進のあ 。方

る調査特別委員会

■ 市 議 会 の し く み
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に関する調査

員 会 意見書 関 係 行 政 庁
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Public relatioils and opei- public hearings

喜里,吾召司

広報広聴活動では、積極的な情報避供と市民

の声を適宜行政に反映できるよう取り組んでい

mm

各種媒体による広報

市政だより、点字・音声・拡大版の市政だよ

りのほか、ホームページ、テレビ・ラジオ、新聞、

雑誌など、各種媒体を利用し、市政の動きや生

活情報をお知らせしています。また、子ども向

けホームページや携帯電話版ホームページを設

けるなど、充実に努めています。

市ホームページアドレス

http:〟www.city.kumamoto.kumamoto.jp/

携帯電話版市ホームページアドレス

www.city.k umamoto.kumamoto.jp/mobile/

報道機関を通じた広報

市政情報を積極的に報道機関に提供し、パブ

リシティ活動に努めています。

広く市民一・人ひとりの意見をお聴きし、市政

へ反映します。

まちづくりトーク

市長が本庁舎内で熊本市のまちづくりについて、

直接市民と意見交換を行います。

おでかけトーク

rh'長が総合支所や市民センターなど地域に出

向き、市政運営について市民の理解を深めると

ともに、直接市民と意見交換を行いますC

ゆめトーク

市長が各集会・会合に出向き、本市が重点的に

取り組む特定のテーマについて直接市民と意見

交換を行います。

パブリックコメント制度

本市行政計画や条例等の素案を公表し、市民

から擢出された意見に対する市の考えを公表す

るとともに、可能な限り当該計画等に反映しますO

市民の声

市政への提案や要望などを手紙やFAX、イ

ンターネットで受付け、熊本市H.Pで公開してい

?m
Eメールアドレス

kouchou@city.kumamoto.1g.j p

市民相談

市政相談や日常生活に関する一般相談の他、

弁護士、司法書士などによる特別相談を行って

USB

(平成18年4月1日現在)

L適合事務局「一一　　　　　　　一緒務謀　議参謀

「套　計　妄「

総　　務　局

企画財政局

市民生活局

健康掘り止局

溝崎I'T.全局

都市整備局

建　　設　　局

市　民　病　院

消　　防　　局

交　　通　　局

水　　道　　局

教萄垂員会
事　　ォs t.昂

而　長　室
tL二滴fX .;¥陣課　しres帆　音　　蝣IiR'くらftli*

総　務　部-総務課(法制室)行政経営課　人事課(人材育成センタ-)職員厚生課契約検査室
危機管理防災案
策京事務所

企曲広報部-企画課(熊本駅東A地区公共施設企画プロジェクト)広報課　統計課
広域行政推進室
ifiiだIV買主

財　務　部-財政課　管財課　車両管理言実

税　務　畠β-主税課(4出張所)　市民税謀　資産税課　納税課

り=->ty甲.(こI'! ^ -lこ・- ・.・・会議m直立

一、  . I　　　　　　　　-　　　　　　-V '　　　　;i ...I

文化生活部-文化脹如実(健軍文化/Tl-ル)市民会飴(舞台事業室)国際交流課　生活安全課(消費者tzンタ-、
・・り・、:　‥　　　-: ・ 、　'　　　　*　I*(',・.' ・ :Tい　　　・.‥　L .. 、

勤労喜少年7K -ム)
人権推進総室-ふれあい文化tzンタ-
北部総合支所(総務課、而民福祉課)

河内総合支所(総務課、而民福祉課、芳野出張所、みかんの里振興tZン9-)
飽EB総合支所(総務課、市民椙ネ止課)

天明総合支所(総務課、市民福祉課、天明コミコニチイビンダ-)

fit ITラ」%'二"6 SC

保健福祉部
(福祉事務所)
樺J　　生　　部
(保健所)

環境保全部
環境事業部

環境総合研究所

商工振興部
観光振興富β
競輪事務所
農林水産振興部

書十　　画　郡
開発公開即
時ヽサ.!ff無毒事品所

下　・>. iS　畠ド

昌・  i *　;;班

建築住宅部
道　箔　即

事　矛舞　局

指導監査課

健康福祉政策課(総合保健福祉センタ-開設準備室、斉唱)国民健康保険課　保険料収納諜　国民径豊課
中11J ・甲蝣Si.ヰI・:li.付,ittaiutニー,,:フ

地域保健福祉課(福祉絵合相談室、夢もやい舘)子育て支援謀　俣胃諜　高齢保健福祉課　介護保険課
障害保健福祉課(こどもの発達相談室〕　保護第-課　保護第二諜

地域医療課　生活衛生課く動物愛護tzン9-、環境衛生事業所)食品保健課　感染症対策課　食肉衛生検査所

環境企画課　緑保全課　水俣全課

廃菓物計画課(扇EB環境t=ン9-、蓮台寺ク.J lンtZツタ-、大型ごみ受付センタ-〕
廃棄物指導課(リサイクル情報プラザ)浄化対策課(秋津浄化tZンタ-)北EB・西部・東部クI->tン9-
東部.西都環境工増

産業政策課　商業労政課　経営支播諜　産業文化会館
観光政策課　築城四〇〇蟹記念事業室　絹本城統合事務所(整備振興室)動植物園

買iK.it両讃　思隻繕呈,'.*　i呼流通課　がup.i雫.Jこf・lt叫ht　軒司し　　、蝣4tiJ*fni、

都rlj計画課　交通計画課　建築指導課(建築審査室)
市街地整備諜　開発景観孟票　公園課
(新幹線建設推進賓,熊本駅西土地区画整理事業pro

下水道総務課(輝営計画室)下水道建設課　下水道紐持課(水薬管理室、中部・東部・南部・西冨B浄化センJ91
維持補修センター)河川課

建設確務課(用地調整室)　用地第-諜　用地第二言葉
営繕計画課　営繕課　設備諒　住宅建設課　住宅管理課

道路総務課　道路管理課　道路整備課　街路課　栗部土不センタI C二転課、維持諜)西部土木t=ン5L
(工務課、維持課、 3出張所)北部土木tzンダー(工務推招課)

もここj・声い,* I*溢n'tl蝣∴p.t道連I箔書1

熊不産院・芳野診寮所

総務課　人事教義課　情報司令諜　予防課(火災調査室)消防謀(消防団室)救急課　中央消防署
西消防署　健軍消防署

総務課　営業課　電車諜(上熊本車両工場、大江営業所)自動車謀(上熊本営業所、小峯営業所　整備工甥)

総　務　部-総務課(=事管理室)緯営企画課(出納室)料金諜　西部水道tzンダー　北部水道tZンタ
技　術　呂β-給水課　管路維持課　水源課(水質検歪窒)　建設課

教育総務部
二とI.tT ft f, CJ…

生涯学習那

粥靖!一-蝣o

図　　番　　長官

i*　　r?　辞

総括課　SXRILJIIC¥ .抱こうtx

学務課　数慨員課　指導課　健康教育課　人権教讃指導室　高等学校(2)等修学校(日　中学校(37)
小学校(80)　小営校分校日)　幼稚園くり　学校給食共同調理喝:i6)
生涯学習課(金峰山少fF自然の家)文化財謀　社会体育諜　中央公民館(五福公民館)他13公民館
子ども文化会館

監査事務局

L、.tt古MS*H^i h　　　　　　　　　　　　　司ム課11伺課

題撃管理委員会夢務局

農業委員会事務局
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徳富蘇峰体名・猪一助氏

間ifu30*r- 1 H i u変事の

明治-昭和期の新聞人.歴史家。

樵本洋学校・同志社に学び上京、

帰粧して自由民権運動に参加し、

大江務塾を開設o明治20年民友

社を設立「国民之友」..同23年

「国民新聞」を嵐行。 「近世日

本国民史」 100巻を完結。生涯

30O伸し.oKttを確l?~こ

立入3 ''["- ! >']J5N*机、

uiiflljご年iiu 2 n叱去、 y-i撮。

高橋守雄氏

(昭和30年1月1日泰彰)

第7代熊本市長として、歩兵第

23連隊の移転・市電・上水道の

間。'{?>一三大事革を完&、市^i:

代化、発展繁栄に尽した(.,また、

教育者として東洋語学専門学校

校鼠　熊本商科大学長を歴任、

郷土教育の振興育成に努力したO

明治16年1日目]生れ、

Bfll3二ip5I] 6日死去、丁・臓J

細川議立氏
(昭和35年4月1日表彰)

旧肥後藩主細川家16代当主O有

斐学舎舎長、肥後奨学会設立、
革新の奨学金を山-蝣ftして本iv,ai

身者の育成提議に尽した0回の

文化財保護委員会委員として、

本市の重要文化財、史臥名勝

等<oKii活用にFiL献L t--

明治16年10月21日生れ、

n,Ttiト15$lH118!I叱去、 87故:

福田令寿氏

(HJUII35句:- -1 U 1 hi ifミ*iサ

医師、教育者、社会事業家O熊

本英学校で海老名弾正らに学び

受洗。エジンバラ大医学部卒。

産婦人科病院開業の傍ら無料診

療所衆苑会治療所を創立。県医

師会長、公選の県教育委員長、
大n二高校校長、県社会福祉協議

会会長、熊本YMCA理事長、

県原水禁理事長など歴任Dキリ

スト教信仰に基づく生涯を貫いたO

明治5年12月7El生れ、
昭和48i|-8H 7Il化去、 100乱

34 ..∴...。 iI
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宇野哲人氏
相榊】蝣U'tU0円1 Ej炎&)

漢学者。東京大学慈誉教授o東

方文化学院院鼠寛践女子大学

学長、東方学会会長を歴任。清

岡(中国)に留学して支那学を、

ドイツで西洋哲学を学んだO西

洋蝣tl"'rの方法をillい?_一蝣!'匝脚′羊

の訳述a　-iii-を乳騨したさ

Ilfljfffi斗Il!'J15日アれ、

昭和49年2月19[]死去1 98歳。

堅山南風(本名・熊次)氏

(昭和44年10月1日表彰)

日本画家。明軸2年、 2、2,歳のとき上鼠

大正2年第7回文展に「覇月頃」が初

人乳その後、横山大観に師事した。

昭和1綿、文展審査員。戦後は文化勲

軒<<;.宵なtrr佃糠fi*鏡となる、・代

雛に日光輪王寺薬師堂天井画「鳴竜図」 、

熊本市民金億殺帳「火の国語舞」など

冒W3m

P柑・jo叶・i fli^nt九、

昭和55年12月38日死去、 93放。

後藤是山(本名・祐太郎)氏

(昭和54年10月1日表彰)

新聞人、俳人。九州日日新聞社
入社後、国民新聞社に留学、徳
富蘇峰の慕陶を受けたC^帰熊後
九州日日新聞社の主筆、編集長
として熊本の文化振興に貢献O
昭和2年、俳誌「かはがらし」
(のち「東火」 )を創刊主宰し

たn著書に「肥後の動皇」 、編
,'!!- I肥純IiUfc.がある。・
ii'iifti州r(3り8 11'たれ、
nこ1和61;卜6M IIl叱上、 99it

中村汀女(本名・硬魔手)氏
(昭和54年10月1 El表彰)

轟浜虚子の門下生で、現代女流

俳句の第一人者O常にふるさと

を愛する心を底流にした`.汀女

Wti.」l`は、 fcj;こふれる人・日こ、

郷土愛を喚起させ、郷土の文化

振興に貢献したo 「ホトトギス」

同人、 「風花」を創刊主宰したO

明治33年4月11円生れ、

昭和63年9月之0日死去、 88歳。

●西嶺i鳩t- nノ
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ヽ 四日田口あゆみ

18 0 0

明 治 22 年

明 治 3 年 古 城 に 医 学 校 が 創 設

4 年

10 年

廃 藩 置 県 に よ り熊 本 県 が 設 置

鎮 西 鎮 台 (九 州 及 び 中国 西 部 を 管 轄 ) が 設 置

熊 本 洋 学 校 が 創 立

西 南 の 役 、 市 街 地 の 大 半 が 兵 火 によ り焼 失

20 年 第 五 高 等 学 校 (九 州 1 校 ) が 創 立

大日本帝国憲法公布

明 治 2 7年

2 2年

2 4年

2 5 年

市 町 村 制 が 施 行 され 熊 本 市 が 誕 生

現 在 の 白 川 公 園 前 に 市役 所 が 開 庁

門司 . 熊本 間 の 九 州鉄 道 が 開 通

熊 本 電 燈 会 社 が 開 業 し九 州 に初 め て 電 燈 が と も る

ラ フ 力 デ イオ . ハ ー ン (小 泉 八 雲 ) 五 高 に着 任

塘 林 虎 五 郎 が 児 寮 (大 江 学 園 ) を 設 立

日活 戦 争 ～ 28 年 28 年 ハ ン ナ . リデ ル 女 史 が 回 春 病 院 設 立

29 年 夏 目激 石 が 五 高 に 着 任

3 1^ ジ ョ ン . メ リ一 l コJ ル 神 父 が ら い救 済 の 徒 労 院 設 立

市 立 避 病 院 設 立 (後 の 白 川病 院 )

市 内 に大 洪 水 、 白川 橋 流 失 し子 飼 橋 付 近 溺 死 者 多数

9 00 明 治 37 年

3 3年

3 4年 市 内の 電 話 が 開 通

3 9年 熊 本 高 等 工 業 学 校 設 立

日露 戦 争 ～ 38 年 4 0 if 安 巳橋 . 水 前 寺 間 に軽 便 鉄 道 敷 設

4 2年 鹿 児 島 本 線 全 線 開 通

19 10

A I 3 ^F

4 4 年

大 正 2 年

市 立 実 科 高 等 女 学 校 開 校

市 立 工 業 徒 弟 高 等 学校 開 校

菊 池 軌 道 株 式 会 社 が 上 熊 本 . 広 町 間 敷 設

熊 本 軌 道 が 田 崎 . 百 貫 港 、 田 崎 . 高 麗 門 に 開 通

19 20

第 一 次 世 界 大 戦 9 年 第 1 回 国 勢 調 査 市 人 口7 0,3 3 8 人、 戸 数 13 ,8 17 戸

10 年

1 1年

隣 接 ll力 町 村 合 併 (黒 髪 I 池 田 . 花 園 . 島 崎 I 横 手 . 春 日 .

古 町 . 本 荘 . 春 竹 . 大 江 , 本 山)

市 立 実科 高 等 学 校 が 市 立 高 等 女 学 校 とな る

12年 手 取 本 町 に 市 役 所 新 庁 舎 完 成

13年 市 営 電 車 開 通 開通 に 伴 い 大 甲橋 を 架 設

14年

昭 和 2 年

3 年

4 年

市 三 大 事 業 (市 電 I 上 水 道 l 2 3連 隊 移 転 ) 完 成

記 念 共 済 会 開 催 (入 場 者 133 万 人 )

出 水 村 を 市 に合 併

長 六 橋 を 近 代 式鉄 橋 に架 け替 え る

市 営 バ ス 発 足 (バ ス 17 台 )

N H K 熊 本 放 送 局 で ラ ジ オ初 放 送

御 大 典 記 念 事 業 と して 陸 上 競 技 場 . 野 球 場 が 完 成

水 前 寺 動 物 園 が 開 園

19 30

5 年

6 年

熊 本 市 歌 を 制 定

市 営 勧 業 館 が 新 市 街 に 開 館

市 公 会 堂 新 館 が 開館

自 坪 村 を 市 に合 併

7 年 画 図 村 を 市 に合 併

10 年 新 興 熊 本 大 博 覧 会 を 開 催

11年 健 筆 村 を市 に 合 併

14 年 清 水 村 を市 に 合 併

1940

昭 和 18 年

155

1 7年

川 尻 町 、 日吉 村 、 力合 村 を 合 併

市 営 バ ス に木 炭 車 登 場

九 州 日 日新 聞 と九 州新 聞 が 統 合 さ れ 熊 本 日 日新 聞 発 足

太 平 洋 戦 争 ～ 20 年

昭和21年

18年 健 軍 に 三 菱 重 工 業 航 空 機 製 作 所 が 完 成 す る

19 年 市 電気 局 が 市 交 通 局 と改 称

昭 和 20 年 市 立 本 荘 産 院 が 発 足

2 1年 市 立 市 民 病 院 発 足

日本 国憲 法 公 布 2 3年

2 4年

市 消 防 本 部 設 置

市 立 母 子 寮 を 設 置

「火 の 国 ま つ リ」 開始

市 立 実務 員 養 成 所 (後 の 実 務 商 業 ) を 開 設

市 立熊 本 保 健 所 を 上 林 に開 設

36　霊ごt.Ku黒帯:ocォy
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The History of Kumamoto

950

昭和26年 昭和27年 市立博物館開館

サンフランシス]講和 28年

29年

30年

田迎村、御幸村を市に合併

条約調印 豪雨、大水害で市人口の66% が羅災

池上村、高橋札 城山村を市に合併

ラジオ熊本開局

秋津村を市に合併

市電30年記念 「交通観光博覧館」開催

松尾村を市に合併

32年

33年

35年

37年

小島村、龍田村を市に合併

大水害で市の33% 浸水、山津波による死者、行方不明者

中島村を市に合併

1960

昭和39年

熊本空港開設

熊本城天守閣再建完成

第15回国民体育大会を開催

天守閣再建記念 「役員熊本大博覧会」

39年 市総合計画策定

東京オリンピック開催 43年 市民会館開館

44年 熊本動物博覧会を開催 (水辺動物園が完成)

託麻村を市に合併

1970

45年

46年 九州縦貫自動車道 (熊本-植木間) 開通

47年 「森の都」宣言

51年 地下水保全郡市宣言

54年 健康郡市宣言

中国.桂林市と▼友好都市締結

産業文化会館が開館

980

56年

61年

新市庁舎建設完成

総合体育館、青年会館開館

62年 米国.サンアント二オ市と姉妹都市締結

平成元年 市制施行100周年 r熊本百彩」開幕

総合婦人会館.力ルチャ- センタI」オl プン

1990 平成7年

L'Sp

3 年

4年

「水資源国際会議」を開催

「水の科学館」開館

熊本市と飽託郡4町が合併

南部スポI ツセンタl オ- プン

動植物園がオープン

ハイデルベルク市との友好都市締結の調印式

5年

6年

7年

8年

9年

10年

11年

大名屋敷 .旧細川刑部邸完成

「火の国フェスタ.くまも」'93」が開幕

ゆうあいピック熊本大会開催

国際交流会館オープン

福井市と姉妹都市締結

環境総合センタ- オ～プン

阪神.淡路大震災

平成10年

環境保全都市宣言

中核市移行

くまもとお城まつり開幕

さくらカード(優待証交付事業) スタート

男子世界ハンドボ-ル選手権大会.熊本開催

超低床電車、ノンストップバス運行開始

「アクアドームくまもと」完成

長野オリンピック開催 中核市サミットノ98in熊本開催

「くまもと未来国体」開催

全国身体障害者スポ- ツ大会 「ハl トフルくまもと」開催

全国マスタT ズ陸上競技選手権大会を開催

「ひのくに新世紀総体」開催

2000

14年

15年

16年

17年

熊本市現代美術館オープン

国際環境都市会議くまもと2002開催

託麻スポーツセンター体育館オープン

「観光立市くまもと」都市宣言決議

アジア太平洋都市サミット第5回実務者会議開催

市政情報プラザ開設

個人情報の保護に関する条例施行

大型コ- ルセンタ- オ- プン

崇城大学と連携協力についての協定調印
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この市勢要覧は、本市の概要をご理

解いただくため編集いたしました。

今回の市勢要覧は、簡素化しつつも

内容は充実したものを巨は旨しました。

今後もより-一層の充実と好感のもて

る要覧としていきたいと存じますので、

ご利用いただいた方々のご意見をいた

だければ幸いに存じます。

なお、編集にあたりましては、多く

の方々から貴重な資料や写真の提供な

どご協力いただきまして、厚く御礼申

し上げます。

統計情報室(統計課)の紹介

・場　所　市役所別館(自転車駐輪場) 6階

・主な蔵書　国勢調査報告書、その他統計調査報告書

市勢要覧、統計書、など

・閲覧自由・複写(有料)

・ホームページアドレス

http://www.city.kumamoto.kumamotoJp/
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企画広報部統計課

熊本市手取本町1番1号
TEL 096-328-21 ll

印刷所/コロニー印刷
熊本llI二本木3丁目12-37

TEL 096-353-1291
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書資料編目次

1.人　口

人口:人口動態

推計年齢別(5歳階級)男女別人口

国勢調査人口・性帯数の推移

2.財　政

一般会計年度別決算の推移

3.産　業

産業大分類別事業所数・従業者数(民営)

農家数・農業就業者数・耕地面積の推移

工業の主要指標

商業の主要指標

3KS　崩

幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学・専修-・

各種学校の状況

市立図書館蔵書冊数

5.保健福祉

生活保護状況

国民健康保険給付状況

高齢福祉状況

保育所の概要

医療施設

6.生活環境

電灯・電力需要状況

ガス需要状況

下水道状況

ごみ・し尿収集処理状況

上水道給水状況

熊本市消費者物価指数

熊本市世帯1ケ月の平均支出
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1.推計人口:人口動態

ド

 

l

HMv¥ :人

年　次!世帯数 人 口
転 入

総 数 県 内 県 外

転 山

総　　数 県　　内 県　　外
哩　　UMM^KS

蝣15ip271,639670,00331,208ll.31519.89331.98210,750

.6^i274,041670,9453。,25010.84519.4。531.431ll,1632。I

17年276,890672,11429,90010,77619,12430.54010,50420,0366,5214,883

組　堆常数・人L」は各年10月1日現在。
餌　異動数、出生数、死亡数は歴年の数値である。

2 ,年齢別(5歳階級)男女別人口　(平成17年10月1日現在住民基本台帳を基準とした参考数値)

総 数 男 >< 年 齢 別 総 数 早 女

66 3 ,4 1 1 3 1 3 ,4 0 9 3 5 0 ,0 0 2 3 5 - 3 9歳 4 4 .0 9 0 2 0 .9 5 9 2 3 .1 3 1

3 3▼0 3 3 1 6 ,9 7 3 1 6▼0 6 0 4 0 - 4 4 歳 4 3 ,6 2 0 2 0 ,7 2 2 2 2 ,8 9 8

3 3 ,4 7 4 1 7 .1 1 3 1 6,3 6 1 4 5 - 4 9歳 4 3 .6 3 6 2 0 ▼9 7 8 2 2 ,6 5 8

3 4ー5 4 3 1 7 ,6 5 9 1 6ー8 8 4 5 0 - 5 4歳 4 6ー4 3 8 2 2 ,3 6 4 2 4 ,0 7 4

3 7 .3 7 4 1 9 ,0 3 9 1 8 ,3 3 5 i

4 3 ,2 1 1 2 1 ,5 8 8 2 1,6 2 3

5 5 - 5 9歳 4 8 ,7 7 1 2 3 ▼2 0 7 2 5 ,5 6 4

6 0 - 6 4歳 3 7 ,0 2 7 1 7 ー0 5 7 1 9 ,9 7 0

4 6ー5 7 5 2 2 ,7 6 1 2 3 ,8 14

4 9 ,9 0 2 2 4 .2 9 1 2 5,6 1 1

6 5 - 6 9歳 3 3 .0 7 8 14 ー7 3 7 1 8▼3 4 1

7 0 - 7 4 歳 3 1 .3 5 3 13 ▼6 8 9 1 7 ,6 6 4

年齢別

総　　数

0-4歳

5-9歳

10-14歳

15-19歳

20～24歳

25-29歳

30-34歳

年齢別

75~ 79歳

- 84歳

85.～.89歳

90- 94歳

95- 99巌

100歳 以上

女

25.629　10,561　15.068

16.723　　5.729　10,994

9,225　　2,693　　,532

4,269　　1.034　　3,235

1.261　　　227　　1,034

179　　　　28　　　151

財 政

4.財　政　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:千円

年 度 歳 入 総 額 前 年 度 比 歳 出 総 額 前 年 度 比

12 22 5-87 6.7 62 8 9% 2 20.176.18 2 8 8%

13 23 1.06 5,4 13 10 2% 2 25.877′24 3 10 3%

M 222,2 50,3 96 9 6% 2 17,350,43 5 9 6%

15 2 14,7 99,9 34 97% 2 11,403,03 7 9 7%

16 22 1,4 69,193 10 3% 2 18.0 10.14 7 10 3%

~>　;.;,Jごニ∴:・∴k.im-Ulin1㌢、
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産　業

5.産業(大分類)別事業所数・従業者数の推移(民営)　(平成13年事業所・企業統計調査)

産 業 別
-

総　数総 数
産 業 別

総 数

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数

29▼998 276,551 製 造 業 lt162 23,056

24 527 電気.ガス.熱供給 11 9、18

6 19 運 輸 .通 信 業 823 14▼124

2.631 24.700 P 卸売.小売業、飲食店 13.64 1 104.570

産　業　別

総　　　　　　数

農　林　漁　業

鑑　　　　　1

建　　設　　業

事業所数 従業者数

金融・保険業

不　動　産　業

サー　ビ　ス　業

公　　　　　務

713　　12,018

1,392　　　4.269

9.592　　92,350

6.農家戸数・農家人口　　　　(農林業センサス) (販売農家)　　　　　　　　　　　　単位:戸・人

年 次
農 家 数 (戸) l 農 業 就 業

人 口 (人)

経 営 耕 地 面 積 (h a )

総 数 専 業農 家 第 1桂兼業 第 2 種兼業 総 面 積 田 畑 樹 園 地

平 成 7 年 5,9 11 1.95 9 1,750 2,202 12.610 7.601 4 ,758 1,08 2 1,76 1

12年 5▼3 10 1,766 ー374 2,170 1 1,858 ▼150 4,519 1,69 2

17年 4.494 1,83 7 899 1,758 1(I.260 ー546 4.150 8 15 1,58 1

7.工業の主要指標　　　　仕業統計調査)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:人・万円

年 次

事 業 所 数 従 業 者 数 製造 品 出荷 額 等 (百万 円)

総 数 対 前 年比
I
[ 1i. v'l. 対 前 年比 うち個人策t 及

び家族従事音数
常用雇用者数 総 額 対前 年比

平 成 14年 5 13 91.3 1 5,77 9 8 9▼ 7 1 15,708 370 .777 一0

15 4 - 513 100.0 16 ー32 1 103.4 66 16,255 30 1.94 8 81.4

16年 4 76 92.8 16▼16 7 91.0 70 16,097 2 99▼4 28 99.2

8.商業の主要指標　　　(商業統計調査)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:人100万円

年 次
商 店 数 従 業 者 数 年 間 商 品 販 売 額

～、平 成 9 年 11年 14年
- 平成 9 年 11年 14年 平 成 9 年 】 11年 14年

合 計 10.0 18 10,06 9 9,205 7 1.392 77 ,66 6 74,37 1 ▼149,762 ▼98 7.106 ー550.22 2

卸 売 業 計 2,63 7 2,78 1 2,417 2 9.013 30 .56 1 26,324 2,329,3 53 2,16 2,420 1,742,46 3

小売業師 除飲食ノ酎 7,38 1 7,28 8 6,788 4 2.379 4 7ー10 5 48,047 820 .40 9 82 4,686 80 7,76 0

蝣1　　^

9.幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学・専修・各種学校の状況　　　　(各年5月1日)

年 次
幼 稚 園 ノJ、 学 校 中 高 等 学 校 短 期 大 学 大 学

(.大学院l専攻判iI含む)
専修 . 各種学校

園 数 園児数 学校 数 !」1 f& 学校 数 生徒 数 学校 数 生徒 数 学 校数 生徒 数 学校 数 生徒 数 学 校数 生徒 数

平 成 15年 57 9.906 82 41▼05 1 4 5 21,678 28 28 ,9 89 2 1,25 5 7 2 7▼867 4 1 9▼54 0

16年 57 9▼729 8 2 40,597 4 5 21,357 28 28 ,5 66 2 1,054 8 2 7-857 4 1 9,65 4

17年 56 9.725 82 40ー55 1 4 5 21,188 28 2 7,6 07 2 9 10 8 2 8,202 43 9,50 1

・、Luiiii--t:＼!1:.、∴言∴　3
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10.市立図書館蔵書冊数

年 度 総 数 "c I ,. f 歴 史 社 会科学 自然科 学 技 術

14年 度 8 31,151 21.503 19▼610 64,965 78,63 1 5 1,94 0 59,632

15年 度 8 37▼0 00 21,715 20.261 66-599 8 1,3 57 53 ー02 6 6 1,333

16年 度 8 58ー986 22,4 56 21,153 68,861 85▼509 54 ▼38 3 6 2,898

保健福祉

ll.生活保護状況　　　(月平均)

被 煤 諺 実 世 帯 被　　保　　護　　実　　人　　員

生活 住宅 教育 医療 介護 出産 生業 葬祭 生活 住宅 教育 I* * 介護 出産 生業

扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助

5,5 18 4,8 79 47 9 6,085 9 73 1 2 ll

5,5 51 4,8 55 44 7 6,038 1,0 72 1 1 17

5,58 7 4,8 90 42 6 6.064 1,14 5 1 1 17

8,052　6,855　　743　7,591 1,012　　　　　　　　　11

7.988　6,718　　708　7,525　1,118　　　　　　　　　　17

7.894　,635　　665　7,471 1,192　　　　　　　　　　17

12.国民健康保険給付状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位: 1,000円

年 度
被 保 険 者 数 保 険 料 給 付 額

世 帯 数 人 月 調 定 額 収 入 額 総 計 療 養給付 療 養 費 .出産給 付 葬 祭給 付 高額療養費

平成 14 年度 119,874 229,897 24,942.622 17,331,738 27,241,559 23.980.849 192,829 357.000 61,380 3,067▼881

15年 度 124,824 237,414 26,358,816 14,354,282 32,181,027 28▼566,364 206,372 370,50 0 62▼260 3.406.771

16年 度 128,233 241,471 25月37,206 18,726,924 35,714,675 3 1▼369,787 232▼736 34 2,300 65.620 3,704.232

※地方自治法施行令の改正に伴い平成14年度の療養の給付は4月～2月(11カ月)
資料　市国民健康保険課

13.高齢福祉　　　(各年度末又は年度中)

年 度 高 齢 音 数 施 設 措 置 人 員 老 人 ク ラ ブ 会 員 数
老 人 福 祉 セ ン タ ー

利用者数 ( 1 日平均)
老 人 憩 い の 家 数

平成 14年 度 115,287 3 65 3 0.577 747 137

15年 度 117.572 3 63 2 9.4 72 676 1 37

16 年度 12 0,3 72 3 68 28,856 6 14 135

※老人福祉センター利用者の総計は全体の利用者÷ E]数のため各センターの計とは合致しないO
・cffl iifrtftii代位福祉課
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14.保育所の概要　　　(各年4月1円現在)

年 次
ft 専 所 故 Q u 入 所 者 数

計 市 立 私 立 計 市 立 私 立 計 市 立 私 立

平 成 14年 128 21 107 2 ,00 4 2 36 1,7 68 11.84 1 1,858 9.983

15年 128 21 107 2 ,0 66 2 33 1.8 33 12▼2 12 ▼ 10.3 32

16 年 128 21 107 2 ,112 3 64 1.748 12▼58 0 1.932 10.648

環数字に広域入所委託は含まれない。
資料　市保育課

15.医療施設　　　(各年10月1日現在)

年 次

病 院 一役診療所 . 歯科診療所

施 設 数 病 床 数 l 一般診療所 歯科診頼所

総数 楕祢橘 l穀病院 頼重病味を有する病院 総 数 精神 感染症 結核 fin.lax. 療 養 ～施設数 病床数 施設数 病床 数

平 成 14年 9 1 15 76 37 14 ,53 4 2,798 12 32 7,4 74 4,2 18 580 2,92 6 33 6 20

15年 90 15 75 40 14 ,4 99 2,78 5 12 32 7.193 4.47 7 !
}

583 2,863 34 0 20

16年 9 1 15 75 40 14 ,555 2▼78 5 12 32 7,2 55 4,47 1 574 2.68 1 34 3 20

※「感染症痛麻」は、 「感染症予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」が平成11年4月から施行され「伝染病床」から改められた.lJ
※一般病床には、旧その他の病床(旧療養型病床群を除く)を含むO療養病床には、旧療養型病床群を含む.,

生活環境

16.電灯・電力需要状況 単位: l.OOOKwh

分 類
電 灯 需 要

分 類
電 力 需 要

平 成 14年 度 15 年 度 16 年 度 平成 14年 度 15 年 度 1 6 年 度

総 計 1,6 14,656 1,6 16,2 70 ▼698 ー9 02 総 計 2▼865,60 2 2 .86 8▼142 2,947.84 4

定 額 電 灯 29.253 2 9.732 29 .8 26 業 務 用 電 力 1▼208,870 1.2 18.156 1.265.6 10

従量電灯 A B 1▼2 26,38 1 1.19 5.776 1.234 .4 32 小 口 電 力 536,27 2 5 23▼691 533▼98 9

従 量 電 灯 C 3 55,38 1 38 6,981 43 1▼2 98 大 口 電 力 1,035.96 5 1,04 8,530 1.073 ,98 1

そ の 他 3▼64 1 ▼781 3,34 6 そ の 他 84.49 5 7 7,765 74,26 4

※定額電灯は公衆街路灯Aを含むa　従量確:灯A Bは街路灯Bを含むo
※数値は熊本東常襲所、熊本西営業所の合計である。
※熊本市だけでなく嘉島町および美里町、御船町、益城町、甲佐町、城南町、寓合町、矢部町、菊陽町、合志市、植木町の-1部を含むO
資料九州電力.:株解本支店

17・ガス需要状況　　(各年度・月末現在)　　　　　　　　　　　　　　　単位‥1,000?

年 度
総 数 家 庭 用 iSi" * m 工 業 用 そ の 他

ft 消 費 量 戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量 & 消 費 量

平成14年度 115,460 64▼14 0 10 5,770 2 6,4 89 7,723 15,709 155 7.183 1,8 12 14,75 9

15年度 115.52 1 67ー410 10 5,9 16 2 6ー115 7,634 15,852 15 5 11.42 5 1.8 16 14.0 18

16年度 114.82 9 69 -36 2 10 5.44 3 2 5,93 1 7,406 16.454 153 11.892 1,82 7 15.08 5

※熊本市だけではなく益城町、菊陽町、合志町、西合志町の一部を含むEノ
雑四捨五入の関係で合計は必ずしも各月の合計と同じではないo
資料　西部瓦斯㈱硝本支社

18.下水道状況　　　(各年度末現在) (i>泣: hこI

年 度
処 理 区 城 面 積 排 水 区 域 内 人 口 普 及 率 (% )

処 理 下 水 量 (〟 )
下 水 道 使 用 料

水 洗便 所取 付 戸数
( h a ) ( A ‥) A / 行 政 人 l l 調 定 件 数

平 成 14 年 度 8 ,7 7 0 5 2 7▼3 8 5 8 0 .4 7 5▼4 2 2 ,1 8 4 2 ,3 8 3 ,5 8 3 1 9 2 .5 5 6

1 5年 度 8 ,8 7 5 5 3 4 ,6 4 2 8 1 .4 8 2 .2 7 3 ,5 0 8 2,4 6 2 ,0 4 6 1 9 9▼6 5 2

1 6年 度 8 ,9 9 5 5 4 1,9 1 8 8 2 .4 7 9 ,2 6 9 -5 9 7 2,5 1 5 .0 2 3 2 0 4 ,3 2 5

資料　市下水道管理課
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19.ごみ収集処理状況　　　　　　　　　　　　　　単位L霊処理量トニ

年 度

ご み し 尿

収集総量
処 理 内 容

収集総量
処 理 場 別 処 理 量

総 数 焼 却 埋 立 再資源化 秋津浄化センター 中部浄化センター

平成14年度 315,067 315.071 275,940 14,863 24.268 84.166 40▼836 43.330

15年度 318,559 318,563 281,440 17,131 19.992 79,638 33,123 46,515

16年度 320,762 320,778 284,367 15,927 20,484 74,096 27,158 46,938

※埋立処理量には焼却灰量は含まないo
※平成14年度処理量には、大型ごみの破砕処理(金属回収事業)の際に飛散防止を目的で添加する水分4 tを含む。
資料　市事業管理課

20,上水道給水状況　　(各年度末現在)　　　　　　　　　　　　　　単位:人　配水量1.000trf

年 度 給水戸数 給水人口
配 水 量 唇 別鵬

有 収 率
%総 量 1 日平均 1 日最大 1 日最少

平成14年度 261,414 649,364 85,648 234 265 183 76,708 89.6

15年度 266,275 650,652 85,060 233 261 187 75▼834 89.2

268,840　　　652,010　　　84,414　　　　　231　　　　256　　　　185　　　75,515　　　　　89.5

※普及率=給水人口/市総人口
資料　市水道局

21.熊本市消費者物価指数　　　(平成12年- 100)

年 次 総 合 食 料 住 居 光熱 . 水道 家具-家事用品 甜 及び履き物～保健 医療
交通 .通信 教 育 教 養娯楽 諸 雑 費

平 成 14 年 98.5 100.7 9 9.7 100 .0 92 .6 9 5.4 98.0 98 .5 102.1 92.5 99.6

15年 97ー 100.1 99 .7 99一0 86一 93.3 10 1.5 98.0 10 2.6 90.3 100.9

16年 97.9 100 .6 99.7 99.0 8 1.2 95.1 10 1.5 98.1 10 3.0 88.4 102.3

資料　熊本県統計調査課「消費者物価指数年報」

22.熊本市全世帯1か月の平均支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

年 次
消 費 支 出 l 現物庸

I
総 額 食 料 住 居 光熱 .水道 家具.家事

用 品
被服及び
履 き. 初

保健医療 交通.通信 教 育 教養娯楽 そ の 他

平成14年 286,14 1 64,864 22▼45 9 21,4 31 10ー2 18 14.1 19 14,752 26,9 19 12,8 52 27 ,2 10 7 1,318 6.509

15年 297▼586 67.23 8 17,97 6 20,071 8 .82 0 15,783 12,2 33 34,943 16,136 27 .4 55 76ー93 1 8,4 36

16年 279,218 6 2,23 2 20▼79 1 20▼682 ー19 3 13,638 12-128 30,98 5 18,0 60 2 5,3 33 67.17 7 7,98 2

資料　総務省統計局「家計調査報告」
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